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ド
イ
ツ
で
は
２
０
１
３
年
９
月

に
連
邦
議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
メ

ル
ケ
ル
氏
の
率
い
る
政
党
は
第
一

党
と
し
て
勝
利
し
た
も
の
の
過
半

数
に
至
ら
ず
、
３
党
が
連
立
し
て

政
権
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
選
挙
後
か
な
り
の
紆
余
曲

折
が
あ
り
、
12
月

に
至
っ
て
や
っ
と

連
立
合
意
が
成
立

し
ま
し
た
。

　

驚
い
た
こ
と
に
そ
の
合
意
文
書

に
は
、
日
本
で
は
ま
っ
た
く
考
え

ら
れ
も
し
な
い
内
容
が
含
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。
そ
こ
に
は
道
路
な

ど
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
基
本

的
な
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
合
意
文
書
に
は
次
の
よ
う

な
表
現
が
あ
り
ま
す
。

　

｢

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
移
動
の
し

や
す
さ
）
は
、
個
人
の
自
由
、
社

会
参
加
お
よ
び
豊
か
さ
と
経
済
成

長
の
た
め
の
重
要
な
前
提
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
必
要

な
基
盤
が
質
の
高
い
交
通
イ
ン
フ

ラ
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
欧
州
お
よ

び
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
ド

イ
ツ
の
競
争
力
を
保
障
す
る
も
の

と
な
る
」

　

こ
こ
に
あ
る
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
や
ア
メ
リ
カ
に
は
「
社
会
に
は

そ
れ
を
支
え
る
基
礎
構
造
」
が
あ

る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
の
で

す
。
そ
れ
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
（
イ
ン
フ
ラ
）
と
言
わ
れ

る
も
の
で
す
が
、
そ
れ
は
、
一
つ

に
は
法
律
な
ど
の
制
度
系
か
ら
で

き
て
い
ま
す
が
、
も
う
一
つ
に
は

道
路
や
港
湾
な
ど
の
装
置
系
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
で
は
「
装

置
系
の
充
実
」
を
「
公
共
事
業
」

と
し
か
言
わ
な
い
の
で
す
。
こ

の
言
葉
は
イ
ン
フ
ラ
と
は
異
な

り
、｢

今
年
い
く
ら
事
業
を
や
る

の
か
」
と
い
う
内
容
し
か
な
い
予

算
用
語
で
あ
り
、
道
路
で
い
え
ば

つ
な
が
っ
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
の

に
、
そ
の
効
用
を
表
現
で
き
な
い

言
葉
な
の
で
す
。

　

わ
が
国
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
と
い

う
言
葉
に
ぴ
っ
た
り
と
当
て
は
ま

る
言
葉
が
あ
り
ま
せ
ん
。
言
葉
が

な
い
の
は
、
残
念
な
こ
と
に
そ
の

よ
う
な
考
え
方
が
な
い
、
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。

　

特
に
近
年
、
財
政
が
厳
し
い
こ

と
を
理
由
に
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進

ま
な
い
の
は
、
こ
れ
が
背
景
と
な

っ
て
い
ま
す
。

連
立
の
メ
ル
ケ
ル
政
権

　

縄
文
遺
跡
の
福
井
県
・
鳥
浜
貝

塚
や
青
森
県
・
三
内
丸
山
遺
跡
で

は
、
木
の
実
を
採
る
た
め
集
落
周

辺
に
ク
リ
や
ク
ル
ミ
の
木
を
植
え

栽
培
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
る
。

い
に
し
へ
の
ひ
と
の
植
ゑ
け
む
杉

が
枝
に
霞
み
た
な
び
く
春
は
来
ぬ

ら
し
（
万
葉
集
巻
10
・
柿
本
人
麻

呂
）

　

古
く
か
ら
日
本
人
は
木
を
植
え

て
き
た
こ
と
は
、
こ
の
歌
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。

い
に
し
へ
の
人
も
守
り
来
し
日
の

の
混
乱
期
の
中
で「
森
林
愛
護
連
盟
」

が
昭
和
22
年
に
結
成
さ
れ
「
愛
林
日

行
事
」
と
し
て
24
年
ま
で
毎
年
４
月

４
日
に
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
、
全
国

植
樹
祭
に
引
き
継
が
れ
た
。

新
潟
県
で	

	
	

第
65
回
全
国
植
樹
祭

　

第
65
回
全
国
植
樹
祭
が
6
月
1

日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た
新
潟
県
長

岡
市
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
ご
臨

席
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。
新
潟
県

で
の
開
催
は
昭
和
47
年
５
月
、
黒

川
村(

現
在
の
胎
内
市)

で
の
第

23
回
全
国
植
樹
祭
以
来
、
42
年
ぶ

り
で
あ
る
。

黒
川
の
胎
内
平
に
植
ゑ
し
杉
　

や
が
て
は
山
を
み
ど
り
に
そ
め
む

（
第
23
回
全
国
植
樹
祭
で
の
御
製
）

  

前
回
の
植
樹
祭
は
「
県
土
の
保

全
と
緑
豊
か
な
環
境
づ
く
り
」
が

テ
ー
マ
だ
っ
た
。
今
回
の
開
催
に

当
た
っ
て
は
、
前
回
の
植
樹
祭
で

参
加
者
が
植
樹
し
、
育
っ
た
ス
ギ

が
会
場
の
ベ
ン
チ
や
プ
ラ
ン
タ
ー

な
ど
に
利
用
さ
れ
た
。
全
国
植
樹

祭
は
、
そ
れ
ぞ
れ
時
代
の
要
請
に

沿
っ
た
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
開
催
。

２
０
０
４
年
10
月
の
新
潟
県
中
越

地
震
か
ら
10
年
目
の
節
目
を
迎
え

る
今
回
は
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
森
の

力
〜
復
興
か
ら
創
造
へ
」
が
テ
ー

マ
。
中
越
地
震
で
全
国
か
ら
受
け

た
支
援
へ
の
感
謝
と
復
旧
・
復
興

し
た
姿
を
伝
え
、
豊
か
な
自
然
と

緑
の
大
切
さ
を
後
世
へ
と
引
き
継

ぐ
機
会
に
な
っ
た
。

　

長
岡
市
千
秋
の「
ハ
イ
ブ
長
岡
」

で
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
る

種
子
の
お
手
播
き
や
表
彰
、
森
林

づ
く
り
の
意
義
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ

た
。
同
市
川
口
中
山
の
「
川
口
き

ず
な
館
前
広
場
」
で
は
、
両
陛
下

に
よ
る
苗
木
の
お
手
植
え
や
、
中

越
地
震
か
ら
の
復
興
を
支
援
い
た

だ
い
た
全
国
の
皆
様
へ
「
感
謝
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」
が
伝
え
ら
れ
た
。

長
岡
、
小
千
谷
、
魚
沼
、
十
日
町

各
市
の
記
念
植
樹
会
場
で
、
招
待

者
ら
に
よ
っ
て
約
６
８
０
０
本
の

苗
木
が
植
樹
さ
れ
た
。

公
益
社
団
法
人

国
土
緑
化
推
進
機
構

青
木
正
篤

本
の
森
の
栄
え
を
共
に
願
わ
む

（
平
成
３
年
歌
会
始
御
製
）

　

万
葉
の
時
代
か
ら
１
３
０
０
年

以
上
隔
て
た
現
代
で
も
、
自
然
を

大
切
に
し
守
っ
て
い
こ
う
と
の
日

本
人
の
心
は
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

日
本
人
は
縄
文
の
時
代
か
ら
現

代
ま
で
少
な
く
と
も
数
千
年
、
ず

っ
と
森
か
ら
の
恵
み
を
い
た
だ
き

森
と
と
も
に
生
き
て
き
た
。
長
い

歴
史
の
中
で
森
林
は
何
度
も
荒
廃

し
た
。
地
形
が
急
峻
で
降
水
量
が

多
く
、
し
か
も
梅
雨
、
台
風
時
期

に
集
中
す
る
国
土
で
、
稲
作
の
水

木
を
植
え
て
き
た
日
本
人

10

を
確
保
し
、
耕
地
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
、
我
々
の
祖
先
は
植
林
を

行
っ
て
き
た
。

　

昭
和
９
年
か
ら
は
、
全
国
統
一

的
な
「
愛
林
日
記
念
植
樹
」
行
事

が
始
ま
り
毎
年
継
続
さ
れ
た
が
、

戦
中
・
戦
後
の
混
乱
と
人
手
不
足
、

物
資
不
足
で
20
年
、
21
年
に
は
中

止
さ
れ
た
。
第
２
次
大
戦
後
の
我

が
国
に
残
さ
れ
た
の
は
、
緑
を
失

っ
た
森
林
と
荒
廃
の
極
に
達
し
た

国
土
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
国
民
か
ら
緑
化
思
想

は
失
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
戦
後

一般社団法人 日本橋梁建設協会は、2014年に創立50周年を迎えました。

温泉の里神山
岡田和子事業部長

　木造建築に興味を持っていただき地

徳島県神山町神領字西上角 151-1
国道 438 号　　TEL.088-636-7077

域の林業振興を図るため、最高の地元産木材・工
法・展示を投入しました。農産物直売所では特産
のすだちや梅、椎茸がよく売れ、地域ブランドプ
ロジェクトで開発したすだちサイダーやすだち椎
茸、神山まるごとドレッシングも人気です。

厳木
嶺川淳一郎店長

　新鮮な農産物と鮮度抜群の鮮魚、地元

佐賀県唐津市厳木町牧瀬 692-1
国道 203 号　TEL.0955-63-3737

製造の加工品が目玉です。食堂のお薦めは、唐津ちゃ
んぽん。お土産には、海産物をベースにした「いか
しゅうまい」が喜ばれています。皆様に気持ちよく
お買い物をしていただくため、元気のよい挨拶でお
迎えするよう努力しております。

うつのみや・ろまんちっく村
松本謙代表取締役

　人と地域と豊かな里山にふれあえる

栃木県宇都宮市新里町丙 254
国道 293 号　　TEL　028-665-8800

道の駅。東京ドーム10個分という広大な敷地に、
農産物直売所や地物食材が楽しめる飲食店だけで
なく、収穫・パン焼き・そば打ちなど体験農場、
森遊び、ドッグラン、温泉、プール、宿泊施設も
ある滞在体験型ファームパークです。

常
務
理
事


